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会長あいさつ
近年　毎年のように、集中豪雨による土砂崩れや、河川の氾濫など、多くの

死者を伴う大災害に見舞われてきましたが、またもや今年も九州で発生してしま

いました。７月に起こった、福岡県朝倉市周辺と、大分県日田市での集中豪雨

により、４０人を超える犠牲者が出てしまいました。

私ごとで恐縮ですが、今回大きな被害にあった日田市には、特に思い入れが

あります。それは私が四十年前、高校を卒業してすぐ、温泉で有名な大分県別

府市という所に、三年半ほど修業に行っていたのですが、その時に今回被害に

あってしまった日田市にも得意先が何軒かあり、頻繁に訪れては大変お世話に

なっていたのです。日田市は街の中心に大きな川が流れ、その川沿いに温泉旅

館が立ち並び、観光の中心になっていました。そしてまわりの山々に良質な木材

である日田杉等が育成されており、林業と木工業がとても盛んな町でした。皮

肉にもそんな処に大量の雨が降り、山が崩れ、豊富な木材が大量に流れ、川の

流れがせき止められ、河川の氾濫や流木が押し寄せた事により、甚大な被害を

受けてしまいました。ニュースの映像を見て本当に悲しい思いになってしまいま

した。

残念ですが昨今の気象状況では、今後も何時何処でこの様な災害が繰り返し

起こっても何ら不思議ではありません。やはり常日頃から、いざという時の備え

を怠らない様にしなければなりません。

この一年も港南区工業会の様々な事業に対し、多くの会員の皆様に積極的に

ご参加頂き、又ご協力を頂いた事に深く感謝申し上げます。そして港南区役所は

じめ、各行政の職員の皆様にも大変お世話になっております。恒例になりました

港南区と宮城県大崎市との小学生による ｢ひまわり生活体験交流｣ にも、一昨

年に引き続きスタッフとして五人で参加させていただきました。今回もキャンプ

ファイヤーを担当させていただいたので、前回の経験を基に、前日に丸太を加

工し井桁伏に仮組をするなど下準備を済ませ、当日夕方、張り切って野島青少

年研修センターに向かいました。しかし午後から降り出した雨がいっこうに止ま

ず、皆の願いもむなしく、残念ながら中止となってしまいました。今思えば、こ

の夏の二十数日間連続の記録的な長雨は、この日から始まったものでした。

梅雨の時期にほとんど雨が降らず、真夏に雨が続き気温が上がらないという、

相変わらずの異常気象は、子供たちの楽しみを奪ってしまうだけでなく経済に悪

影響が出ることもあるため、工業会としても災害時の対応を意識していかなくて

はなりません。

会　長

稲村　直之

表紙説明
研修旅行で訪れた松本城

写真　高井軍造 氏 　2016 年 10 月
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区長あいさつ
港南区工業会の皆様、こんにちは。日々の暮らしに笑顔があり、安全で安心できる暮

らしを願い、今年も皆様と一緒にできることを一つでも多く取り組んでいけたらと思ってい

ます。

まず一番は、いつまでも元気に活力ある暮らしのために皆様方の「健康づくり」を！笑

顔のもととなるように。

次に、いざという災害に備えて「防災・減災」を！大雨や地震を止めることはできませんが、

備えをすることで必ず減災はできます。

さらに、隣近所や仲間同士での「見守り・支えあい」を、ぜひ、港南区工業会の皆様と

ご一緒に進めていきたいと思います。

区内で働く皆様が、元気に生き生きと活躍していただけることが、港南区にとっての財

産です。次代を担う子どもたちにとって「未来あるまち」を、さらには「ふるさと港南」を

一緒に創ってまいりましょう。

子どもたちのために「ひまわり体験交流」や「子どもゆめワールド」、「健康ランニング大会」

など、工業会の皆様にはたくさんのご協力をいただき、誠にありがとうございます。　

一つでも多くの笑顔と幸せがつながる港南区となるように、稲村会長をはじめ工業会の

皆様と力を合わせていきたいと思います。

最後になりましたが、港南区工業会の益々のご発展と会員の皆様のご活躍を祈念いた

しまして、挨拶の言葉とさせていただきます。

経済局長あいさつ
港南区工業会の皆様には、日頃より市政とりわけ経済行政に多大な御理解と御貢献を

賜り、厚くお礼申し上げます。市内事業所数の変化等、工業会を取り巻く環境の厳しい中、

貴会では地域活動への参加に主眼を置き、工業会の意義を高めるべく御尽力頂いており

ますこと、重ねて感謝申し上げます。

近年、中小企業の人材確保・育成の課題は深刻化しています。横浜市では、区局連携

事業などを通じて、若者の地元企業への認知度向上や中小企業へのイメージアップに取

り組んでいます。さらに、テレワークの導入や地域貢献認定制度等を推進し、世代や性

別を問わず中小企業への就職意欲を喚起していきます。

このほか、皆様の幅広い経営課題に対応し、設備投資等助成制度の投資対象や小規

模事業者への融資枠の拡充など、中小企業への基礎的支援を充実させています。

国内外様々な企業が成長分野への進出や、ＩｏＴ、人工知能等の先端技術活用による

新たなビジネス創出を模索する中、横浜市は、ライフイノベーションを推進する「Ｌ
リ ッ プ

ＩＰ．

横浜」と、製造業や情報通信業等様々な産業の交流・連携を促進する「Ｉ
アイ

▫Ｔ
ト ッ プ

ＯＰ横浜」

を設立しました。中小企業の皆様への伴走型支援を強化し、これら施策を通じて共に横

浜経済の発展を目指します。

結びになりましたが、貴会の益々の御発展と皆様の御健勝を祈念し、御挨拶申し上げ

ます。

区　長

齊藤　貴子

経済局長

林　琢己
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総 務 部 だ よ り
第３６回通常総会・懇親会

平成２９年５月２5日

５月２５日（木）上大岡のウィリング横浜にて出
席者 60 名（来賓 9名）で「第３６回通常総会」が
開催されました。
早いもので、稲村会長の体制で迎える総会も 3回
目となりました。恒例であります高梨副会長のご厚
意によるお茶のおもてなしがなされ、ご来場の方々
にご好評をいただきました。

事業計画の方針は、本年度も当会の特色であるコ
ミュニティー部の活動に力を入れ、会員間交流をよ

り活性化させ、港南区行政との相互協力により地域
活動を積極的に実施し、またその活動を通じて港南
区における当会の認知度向上を図り、官・民・地域
が互いに「Win-Win」の関係を築いていけるように
注力して行きます。
上程された議案は滞りなく可決されました。今回
より会計報告時にプロジェクターを積極的に用い、
よりわかりやすくポイントに集中した説明がなされ
ました。
表彰式では、
優良工業従事
者市長表彰者
１名、工業団
体役員市長表
彰２名、港南
区工業会会長
賞５名への表
彰状と記念品
の授与がなされました。
総会終了後、隣室にて理事である横浜信用金庫森
澤支店長と阿部支店長による司会で懇親会が開催さ
れました。新入会員３社の紹介もあり、楽しい歓談
のなか、盛会のうちに閉会となりました。

総務部長　成澤　宏

１２月７日、ウイリングでの講演会の後「花里」
へと移動し忘年会を開催いたしました。
会員の皆様と本格和食を堪能。美味しい料理とお

忘 年 会
酒で皆さんと楽しい時間を過ごし、来年も当会の明
るく楽しい運営に協力したいと心を新たにしました。
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■優良工業従事者表彰（敬称略）

氏　　　名 事　業　所　名

渡部　美津子 港南テクニクス株式会社

■工業団体役員表彰（敬称略）

氏　　　名 事　業　所　名

平 野 裕 之
（副会長・会計） 株式会社平野製作所

齋 藤 　 保
（広報情報部長） 株式会社イータウン

 

■優良工業従事者表彰（敬称略）

氏　　　名 事　業　所　名

小松 美桃利 港南テクニクス株式会社

服 部 真 弓 港南テクニクス株式会社

高橋 とみ江　 港南テクニクス株式会社

石 島 敏 弘 港南テクニクス株式会社

棚 木 光 子 港南テクニクス株式会社   

横浜市長表彰

港南区工業会会長表彰

表 彰 受 賞 者 名

１月２４日（火）ローズホテル横浜にて賀
詞交歓会が開催され、和やかな雰囲気の中進
行し盛会のうちにお開きとなりました。今回
は、余興に港南区在住のデュオグループ「潤
＆ゴッチ」の生演奏をお届けしました。佐藤
潤（潤）氏と後藤雅彦（ゴッチ）氏は、地元
港南区に勤
務しながら
演奏活動を
しています。
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八月の猛暑も乗り切り、幾分過ごし易い日が続い

て参ったこの頃でございますが、会員の皆様におか

れましては、これから参る秋に向けて事業や趣味な

ど様々にご計画なされている事と推察申し上げます。

また、日頃より渉外部の各種事業にご参加を頂きあ

りがとうございます。渉外部長、四年目になりまし

た岩谷でございます。さて、渉外部におきましても、

これより暮れに向けて対話会や講演会など、皆様の

事業活動に関連する企画を実施する予定でございま

す。また、もう一部門私が担当を致しております若

手会に於いては、近日中に日帰り旅行を兼ねたバー

ベキュー大会を予定しております。

今年度も両事業部共に、会員の皆様が大勢ご参加

下さる事をご期待申し上げます。ここで思い返し、

渉外部でのこれまで実施致しました各種事業につい

ては、お蔭様によりまして、この三年間過不足なく

事業を実施して参る事ができましたが、これらの実

績を総括して申し上げますと、第一に、地域行政機

関との関係性向上が挙げられます。港南区役所を媒

体として地域の民間団体活動への協力や、区役所地

域関連部署との意見交換などを、少しずつではあり

ますが前回よりは今回、今回よりは次回と、牛歩の

ごとくながら成果は出てきていると思われます。ま

たこの結果が生み出すものとして、当会の講演事業

における講師選定などにも区役所の該当部署にご協

力を頂いております。

一方で、二年に一度の開催となります当会研修旅

行についても、二度実施致しております。残念なが

ら昨年の旅行では参加人数が伸びませんでしたが、

次年度も渉外部長を拝命するかは別として、渉外部

で実施する以上、今後の研修旅行にあっては旅行先

での外部へ発信する渉外活動をもその一つの目的に

置いて良いのではないかと考えております。

この様な活動を積み重ね当会の外的な知名度を上

げ、その対価として会員の事業活動へ貢献する事は、

到底一日にしてなるものではないと言う事は確かで

すが、今後も地道な対外活動により港南区工業会が

地域で有用とされる存在になる様務めて参りたいと

思っております。会員の皆様には、引続きご賛同下

さいます様お願い申し上げます。

渉 外 部 だ よ り
渉外部長　岩谷　憲和

研修旅行にて
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こうなん子どもゆめワールドこうなん子どもゆめワールドこうなん子どもゆめワールド

テーマ

「地域に学び、地域へ還元し、
地域を活性化させる企業づくり」

港南区防災講演会

港南区役所
地域振興課との対話会

演題：	横浜市の防災システム・
	 港南区の防災体制など

講師：	港南消防署予防課長
	 吉野　雅彦氏

11月 5日（土）港南区で最大のイ
ベント「こうなん子どもゆめワー
ルド」が開催されました。今年は
天候に恵まれ多くの人で賑わいま
した。当会はやきとり・ゆで卵・
ポテトの販売を担当し完売。ここ
数年当会がより地域密着を目指し
ていく中で、この催しの目玉でも
ある「ひまわり交流会」と交流を
深めている「三本木ひまわり交流
会」ブースの「餅つき」の餅をつ
く係を大部分担当することになり
ました。港南区工業会の地域への
知名度も上がってきているものと
思います。

（成澤　宏）
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日頃より港南区工業会コミュニティー部の運営に際し

まして各段のご理解、ご協力を頂きありがとうございま

す。

コミュニティー部では業種、年齢に囚われることのな

い闊達な会員交流を進め、深めるべく「ゴルフ会」、「若

手会」、「自然を楽しむ会」、「ボウリング」、「和道」と５

つの分会が一体的に運営を進めております。

こうした活動がある中、他方で当会においても多分に

洩れず会全体の高齢化も進み世代交代や若手会員の増

強が急務となっております。

進む高齢化と会員減少をどう防ぐか？？　実に難しい

問題であります。	

逆転の発想をすると少ない若手を増やす事と平行し

て諸先輩方にまだまだ活躍して頂く事も真ではないかと

思います。

何より健康の秘訣は、“ 笑顔とわくわく感 ”だと考え

ます。

日頃交流が少ない会員の方々にも積極的にイベントに

ご参加頂き、お話が弾むきっかけの場となれば幸いです。

地元を盛り上げるのに必要なのは、積極的に参加す

る気持ちです。

気兼ねなく会話し、時には熱く。そんなコミュニケ

ーションの場をご提供するのが部の役目でもありますの

で、今後とも会員の皆様が積極的に各イベントにご参加	

頂けますよう宜しくお願い申し上げます。

港南区工業会ゴルフコンペは、磯子ＣＣ様にもご協力

を頂き毎回8組32人を目標に企画を行っております。

年に5回程実施致しておりますので、幹事としては少々

回数を減らしたい気持ちもございますが、交流の場を絶

やさない為にも鋭意努力を致しております。

昨年度は、南事業会からもご参加を頂き相互交流の

微力ながらお手伝いにもなっているのでは？と自負致し

ております。

若手にも積極的にコンペへの参加頂くようお声掛けも

継続的に行い活気をつけて参りたいと考えております。

折角のゴルフです。楽しく、元気にプレー出来るよう

健康管理に留意頂きより多くの会員の皆様にご参加頂け

ますよう、今後とも宜しくお願い申し上げます。

コ ミ ュ ニ テ ィ ー 部 だ よ り
コミュニティー部長　達知　剛志

　ゴルフ会･ 代表　岡崎･勝美　森･研二　尾形･達也

写真はイメージです
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12 月 17日 ( 土 ) ９時に金沢文庫駅に集合、金沢自
然公園までの約３時間の行程でした。
参加者は６名と少なく残念でしたが、快晴に恵まれ
最高の散策日和となりました。しかし、日頃の運動不
足がたたり他の５名の足をひっぱることになりました。
一緒に参加した橋爪氏は、能見台の地名の由来を知る
ことができたと喜んでいましたが、私にはとてもそん
な余裕はありません。なんとか歩ききりスマホの万歩
計機能で歩数を確認したところ、スマホへの切り替え
後初の一万歩超えとなりました。少しはダイエットし
なければと思いつつ飲みに行きました。
次回は散策＋αの企画でもっと大勢の参加をと思
います。

			（今井　晃）

　自然を楽しむ会･ 代表　成澤　宏

能見台の由来　諸説ありますが、ハイキン
グコース散策の折、掲示されている処による
と金沢八景が見える場所にあり昔、能を舞う
自然の舞台があったそうです。
一度、行ってみたらどうでしょうか。（橋爪）
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新規事業として開始致しました「和道」。

昨年度は、２回実施致しました。（何れも港南地区

センター）

普段筆を持つ事も少ない小生ですが、筆を持つと

■書道第 2回　平成 28年 10 月 20 日
年賀状の練習を課題とし教えていただきました。

いつもはパソコンで印刷している人も今回は毛筆で

と思ったのでは？

　和道会･ ･代表　達知･･剛志

半世紀近く前、小学校低学年の頃お寺で習字を習っ

ていた記憶が鮮明に思い浮かびます。

終わってから何して遊ぼうかと企み、早く終わら

せる為こそこそしていると和尚に「書は人なり」、集

中して丁寧に書きなさいと言われた事を昨日のよう

に思い出されます。

小生の場合、時は流れても殆ど進歩致しておりま

せんが、凛として綺麗な字が書けると素敵だと思い

ます。

書道に限らず凛とした心地良い緊張感を味わうに

は、「和道」は最適かなと思います。　

凛としてみませんか？　ご参加お待ち致しており

ます。

■書道第３回　平成 29年 8月 3日
7 月 7 日は過ぎましたが、仙台の七夕祭りにはま

にあうからということで、七夕の短冊に願い事を書

きました。「健康」を願う短冊が多いようでした。
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ボウリング大会
老若男女問わず気軽に参加でき奥が深いのがボウ

リングです。

毎年多くの会員企業従業員の皆さまにもご参加頂

きありがとうごいました。

今年のボウリング大会では、江藤副会長がパーフ

ェクトに迫る好投を見せ、私を含め近くにいた観客を

多いに沸かせて頂きました。

一方、ボウリング大会では、懇親会がメインイベ

ントと考えている参加者も多いかも知れません。

　コミュニティー部･

普段お会いする事も少ない若手

の方も多く、おおいに飲み、食べ、

隣あった方とのお話や自己紹介、野

次・・・時間の経過とともに打ち解

け和気あいあいとした雰囲気で交流

を深める良い機会になったと思いま

す。

また、ボウリング大会開催にあ

たり、景品、ご祝儀等、心遣い頂き

誠にありがとうございました。

まだ参加されていない会員様、次

回是非ご一緒出来れば幸いです。

右　優勝　岩橋･洋子さん　イワハシ技建（株）
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港南区工業会 活動報告 2016-2017 年
2016 年   2017 年
 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 
	 秋	 冬	 春	 夏	

◆ 10 月 20 日（木）
和道会〈書道〉（12 名参加）

◆１月８日（日）
「港南区健康ランニング大会」へ協賛

◆ 9 月 23 日（金）
第 125 回ゴルフコンペ
戸塚カントリー倶楽部

●理事会
9 月 13 日

●理事会
10 月 11 日

●理事会
11 月 8 日

●理事会
12 月 13 日

●理事会
2 月 14 日

◆ 12 月 2 日（金）
第 126 回ゴルフコンペ
磯子カンツリークラブ

◆ 2 月 16 日（金）
第 127 回ゴルフコンペ
磯子カンツリークラブ

◆ 12 月７日（火）　
講演会＆忘年会の開催（総務部・渉外部
の共催）（41 名参加）
講師：港南消防署予防課長　吉野雅彦氏

◆ 12 月 17 日（土）　
自然を楽しむ会
金沢の森を歩く
金沢文庫〜金沢自然公園

（６名参加）

◆ 10 月２日（日）〜 3 日（月）
秋季研修旅行の実施（17 名参加）
長野県上田市　真田の里「周辺の歴
史をドラマを情景に戦国武者の思い
を携えて探訪」

港南区工業会会報
No. 62 号発行

◆９月 30 日（金）
港南区役所地域振興課との対話会
テーマ「地域に学び、地域へ還元し、
地域を活性させる企業づくり」

（13 名参加） ◆ 11 月 5 日（土）
港南区ひまわり交流会

「子どもゆめワールド」へ参加
模擬店（焼き鳥）を出店し、地域交
流を深め、当会の PR も行いました

◆ 1 月 24 日（火）
新年賀詞交換会の開催

（77 名参加）
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港南区工業会 活動報告 2016-2017 年
2016 年   2017 年
 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 
	 秋	 冬	 春	 夏	

◆ 3 月 17 日（金）
ボウリング大会と懇親会

（10 社 35 名参加）
「赤い風船ボウリング場」と「和風ダ

イニングきざみ」

●理事会
3 月 14 日

●理事会
4 月 11 日

●理事会
5 月 9 日

●理事会
6 月 13 日

●理事会
7 月 11 日

◆ 6 月 16 日（金）
第 128 回ゴルフコンペ
磯子カンツリークラブ

◆ 5 月 25 日（木）　
第 36 回通常総会
ウィリング横浜 12 階
(60 名参加）

◆ 8 月 3 日（木）　
和道会〈書道〉（10 名参加）

◆ 8 月 1 日（火）
港南区ひまわり生活体験交流事業への協力
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■和風ダイニング
　きざみ「上大岡店」
店長　楠

くすはら

原　敦
あつし

　　
港南区上大岡西 1-14-10
朝日商事ビル２F
TEL･ 045-841-7700
FAX･045-847-0244
E-mail　kizami_kamioooka@
yahoo.co.jp
業種　飲食業

和風ダイニングきざみ「上大岡店」

は、お客様にご満足いただける美

味しい料理、多種類の美味しいお

酒、良いサービス、快適な空間を

ご用意して皆様のお越しをお待ち

しております。

是非一度、お越しくださいませ。

■株式会社	和光
代表取締役　荻

おぎわら

原　陽
よう こ

子
港南区丸山台2-2-6
TEL･ 045-840-6085
FAX･045-845-9985
E-mail　ogiwara@wako-pl.com
業種　介護サービス・建物管理

この度は港南区工業会に加入さ
せて頂き有難うございます。弊社
は、平成 15 年に訪問介護事業（ヘ
ルパー派遣、介護タクシー）でス
タートし、通所介護（デイサービ
ス）福祉用具貸与・販売、住宅改修、
建物管理事業を運営しております。
事業を通して地元の方々に貢献し
て参ります。
宜しくお願い致します。

■内山 FP保険事務所
内
うちやま

山　壽
じゅいちろう

一郎
港南区笹下 5-3-27-408
TEL･ 050-3557-8525
FAX･045-412-2502
E-mail　juichiro0917@gmail.
com
業種　生命保険代理店

この度、港南区工業会に入会い

たしました内山 FP 保険事務所

の 内 山 と 申 し ま す。 が ん 保 険、

医療保険を中心にアフラックの

生命保険を扱っております。

強引な営業は一切しませんので

お気軽にご相談いただければと

思います。

新 入 会 員 の 紹 介
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タテの会話（	左上から縦に並んでいます、番号順ではありません	）

	 1･「今のパンチまともにテンプルにはいったな」「これは立てないな。□□□□はきくらしいぞ」

･ 2	「♪富士の高嶺にふる雪も〜」「お座敷□□□か懐かしいなー」「♪とけて流れりゃみな同じ〜」

･ 7･「遊木里に飲みに行こうぜ。可愛い子ばかりだぞ」「行くけど□□□遠慮しとくよ。音痴なんだ」

･ 17･「□□、なんのことですか？覚えがありませんね」「とぼけてんじゃねえぞ、この野郎！」

･ 3	「さあ、□□の魔女をたおす旅に出発よ」「お嬢さんの役、オズの魔法使いの主人公でしたか」　

･ 8･「まとまった金がはいるから温泉で芸者遊びでもしようぜ」「そう□□□□どおりいきますかね？」

･ 4･「□□水よりも濃いと言うからな」「いや、遠くの親戚より近くの他人とも言うぞ」

･ 9･「□□釣りに行かないか？」「小物に興味はないな」「天ぷらにすると美味しいのに」

･ 14･「□□□はまあまあでしたが、今年度はちょっと…」「会員さんですし特別にご融資いたしましょう」

･ 5･「うーっ、気持ち悪い。これ、お酒だった？」「ここにあった焼酎のアイスコーヒー割り□□□□？」

･ 20･「早く修理しろよ！困ってるんだ」「コ□□ターがはずれてましたよ。ちょっと見ればわかるでしょ？」

ヨコの会話

	 1	「もしもし。どこへ行けばいいの？」「□□□きてくれよ！」「そこがどこなのかきいてるんだよ！」

	 3	「週末遊び行こうぜ」「いつも１３□□□金曜日は家から出ないんだ」「なんだよ！仏教徒のくせに」

	 6	「伊勢に行って松阪牛を食べてきたぜ」「本当か？松阪牛とよべるのは未出産の□□□だけだぞ」

	 8	「□□□、また書道教室の開催をお願いします」「それじゃ終わったら食事に行きましょう」

	11	「次の回からリリーフたのむぞ」「わかりました。ブルペンで□□□らしをしておきます」

	13	「どこ投げてんだよ！おまえのせいで負けたじゃねえか」「□□□、しっかり準備したはずなのに」

	16	「兄貴、本当にやるんですか？」「俺は石川五右衛門の生まれ変わりだ。□□□はたのんだぞ」

	18	「兄貴、悪人は来世でひどいことになりますぜ」「馬鹿野郎！俺は□□□転生なんて信じねーぞ」

	22	「師匠、また怖い話ししてくださいよ」「そうか、とっ□□□の話を聞かせよう。番長皿屋敷だ」

	23	「いちまーい、にまーい、さんまーい…じゅうはちまーい」「□□□さん、皿は九枚じゃねえのか？」

（この落ちを知っているあなた、落語通です！）

ク ロ ス ワ ー ド

パ ズ ル

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

13 13 6 3 16 22 20

会話を穴埋めすると
問題がわかるよ！

問　題

？

⇩

わかるところからやってね
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■横浜セレモ株式会社
●代表者名 代表取締役　森　研二

●社名由来 平成７年 3 社の葬儀社が合併し横浜セレモ㈱を設立

●会社方針 「ありがとう」の精神の基 様々な活動を通して地域になくてはならない企業を目指します。

●会社 PR 「できません」「わかりません」を言わないを行動規範としお客様のご要望に誠心誠意でお答え

します。

●事業概要 葬儀全般・霊園墓石販売・ペットサロンの経営

 平成 28 年に港南区に「横浜葬祭福祉センター」　

 南区に「家族葬のセレベル」を設立。様々なニーズに対応

●会社概要 〒 235-0036　横浜市磯子区中原 2-8-6 

TEL 045-770-1235　FAX 045-770-1688 

ホームページ　http://www.yokohama-ceremo.com

■有限会社　龍昇堂
●代表者名 代表取締役　江藤　忠勝

●会社 PR スムーズビジネスのおてつだい！

 1977 年設立、上永谷に８年　業務拡大により手狭になった為、芹が谷に移転 30 年営業致しま

した。現在は日野にて営業、創業 40 年を迎えました。

●事業概要 印刷　代表者印　角印　実印　ゴム印　封筒　伝票　名刺　挨拶状　タオル　ライター　コー

スター　カレンダー　チラシ　ポスター　同人誌　会報

●会社概要 〒 234-0051　横浜市港南区日野８丁目３番１号 

TEL　045-349-5595　FAX　045-349-5594 

E-mail：ryushodo@pop21.odn.ne.jp
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■株式会社　アクセス　（タックス港南）
●代表者名 代表取締役　宮島　史裕

●会社方針 中古車を高く買って安く売るをモットーに良質中古車をご提

供しています。

●会社 PR 日本鑑定協会による鑑定済み良質中古車を全車ＴＡＸ全国保

証付きでご提供しています。 

当社は小売り直結型買い取りチェーンの為全車、自社仕入れ

＆直接ユーザー買い取り車ですので低価格・良質車の販売が

可能となっております。 

是非、一度ご来店下さい　お待ちしております！

●事業概要 新車・中古車販売　

 中古車買い取り

 車検・一般整備全般（車検・点検・鈑金塗装・ボディーコーティング）

 損害保険代理店

●会社概要 〒 234-0052　横浜市港南区日野南 1-5-1

 TEL 045-833-5008　FAX 045-833-5120

■柏原建設　株式会社
●代表者名 代表取締役　柏原　亮

●社名由来 昭和 52 年 4 月柏原建設を創業 

昭和 54 年 4 月柏原建設株式会社を法人設立しました。

●会社方針 地域を大切にした事業展開と品質・安全を重視する会社づく

りを目指しております。 

環境に優しい社会を築くことに全力を尽くしていきたいと

思っております。

●会社 PR 会社設立から 38 年を迎え、当社は公共工事を主に請負施工を致しております。公共工事は一

般土木工事や、舗装工事、下水道工事、一般建築工事を致します。民間工事は、建物リフォー

ム工事、外構工事、RC 擁壁工事、RC 車庫工事、駐車場工事などを請負いしていますので、何

かございましたら、お気軽にご連絡下さい。

●事業概要 土木工事業・建築工事業・とび・土木工事業舗装工事業・浚渫工事業・水道施設工事業・戸建

住宅リフォーム工事・RC 車庫・擁壁・外構工事

●会社概要 〒 234-0056　横浜市港南区野庭町 659-17

 TEL 045-844-2217　FAX 045-846-5172 

ホームページ　http://www.kashihara-k.co.jp

 E-mail　kashihara-k@kashihara-k.co.jp

港南区工業会の会員企業様をリレー形式でご紹介



（18） 港 南 区 工 業 会 会 報 平成 29年 9月 30日

こ こ に ち の

め う し は ん

か た な ぜ だ

み は り ん ね

て お き く

	 　　

こ う な ん く の は な は ？

な な め に み て ね

問　題

クロスワードパズルの回答

※ヨコの 23 の落ちは、ネットでご視聴できます。　（ 私は「桂枝雀の皿屋敷」がおすすめ ）

正解は「ひまわり」です。

13 13 6 3 16 22 201 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

⇩

■株式会社　宮島運輸
●代表者名 代表取締役　宮島秀晴
●社名由来 昭和 47 年に「有限会社 宮島産業運輸」として創業し、その後平成 3 年に現在の「株式会社 宮

島運輸」に社名変更し、創立 45 年となります。
●会社方針 1. 運輸事業・観光バス事業・介護事業を柱とし、「地域密着・横浜おもてなし No.1」を目指します。
 2.「お客様第一主義！」プロとしての自覚を持ち、迅速で心のこもったサービスを提供します。
●会社 PR 当社は、運送事業を中心に「一般貨物運送事業・貸切バス事業」を手掛けています。 

多岐にわたる事業展開を目指し、日々邁進中です。
●事業概要 一般区域貨物自動車運送事業 

一般貸切旅客自動車運送事業 
古物商

●会社概要 〒 234-0052　横浜市港南区笹下 1-5-9
 TEL 045-847-0750　FAX 045-847-0740 

ホームページ　http://miyajima-unyu.com

■株式会社　ライク
●代表者名 代表取締役　小

お が わ

川寛
ひろおき

興
●社名由来 親しみやすく、誰でも知っているようなワードで、ら行から選択しました。
●会社方針 お客様の役に立つこと。　簡単で単純な賃貸や売買ならだれでもできますが、借地や事業計画、

税金が絡んだ問題になると、幅広い不動産知識がないと、良い提案やお客様の満足は得られま
せん。様々な諸問題を多角的な視点から分析することで、役に立つ仕事をしていきます。

●会社 PR 会社が小さい分フットワークには自信があります。 
また、大手にはないきめ細やかな対応と知識で、多数のお客様から信頼を頂いており、ほとん
ど紹介で会社運営をしております。

●事業概要 不動産コンサルティング、売買仲介、不動産買取り、賃貸仲介・管理
●会社概要 〒 235-0036　横浜市磯子区中原２丁目６番４号
 TEL 045-349-4031　FAX 045-349-4038
 ホームページ　http://like-realestate.com/
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広 報 情 報 部 だ よ り
広報情報部長　齋藤　保

みなさまこんにちは！広報情報部です。

広報情報部の活動は、ホームページや facebook の

管理更新や、総会・賀詞交歓会でのパワーポイント投影、

イベントや行事などの写真撮影など様々ありますが、中

でも一番の大仕事は、会報誌の企画・編集・校正作業

です。

年 1回のみの発行ですが、それでも発行日の 3ヶ月

前から集まり、4-5 回の編集会議やページの割り付け写

真選定、校正作業を行ってようやく完成にこぎつけます。

原稿集めで苦労もあったり、なかなか骨の折れる作

業ですが、こうしてメンバーが集まり、世間話や業界の

お話なども交えながらコミュニケーションが図れる楽し

い時間でもあります。

最近、茶道にヨガを初め、引き続き工業会の書道にも参加してみた。どれも心が凛として気持ち良いのだが、すべ

て翌日カラダの節々が痛くなる状態。。。鍛錬が足りないことを痛感する日々（さいとう）

去年入会した２４時間ジムはサボりがちなのですが、ゴルフの飛距離アップとお腹の引き締めため、がんばります

(^o^)（石井）

マイブームは「クロスワードパズル、タテの５」です。けして気持ち悪くありませんよ。ぜひおためしを。但し甘

みは禁物。（今井）

8 年前にエンジン付きの３輪車を買った。これにマタガリ日本一周ぶらり旅。しかし、既に未定の予定なのだ。ここ

3 年は庭造りを思いたち、雑草刈りを始めた。庭もまた未定の予定なのか。夢見るオッサン 63。上田でした。

和道も早いもので 3 回になりました。スマホパソコンが普及し何とか字は読めても簡単な漢字さえ書けなくなる

ことが有るのが書道を通して改めて分かりました。書に親しみ書くことによって心が豊かになるような気がします。

また、小池塗装さんの紹介を読ませて頂き、自分の才能と努力を仕事に生かせていることに感銘を受けました。（しげ）
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小池塗装工業は創立 50年を迎える。創業者の小池様
は職人をまとめる監督であり生涯現役。人とのつな
がりを大切にし、仕事に対する誠実な姿勢を貫く職人。

代表取締役
小池　和夫

◆塗装職人の道
　小池様は群馬県榛名町 ( 現高崎市 ) のご出身。昔か
ら絵や習字が得意で看板屋に適性を見出し、映画館
の看板や字を書く看板作りをする仕事へ進みました。
その後横浜へ上京し、下積み時代を経て 25歳の若さ
で独立。実家へ戻ることもお考えだったようでした
が、奥様と出会いそこから港南区での生活が始まっ
たとの事です。立ち上げから順風満帆で、住宅、集
合住宅、ビルなどの塗装工事を幅広く手がけていま
す。また、3階程度までの建物は自社で足場組みから
塗装まで一貫して行います。さらに塗装のみでなく

職 人 の 厚 き 人 情 と 誠 実 な 想 い

防水事業も手掛けており、特に
屋上防水工事への需要が高く、付加価値を生み出し
ています。

◆人情味溢れる丁寧な人付き合い
　小池塗装工業には職人が 8 人いらっしゃいます。
アットホームな雰囲気で仕事終わりには作業場に集
まり語らいの時間があったり、時にはみんなで飲む
ことも。若い方から年配の方まで在籍している職人
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■会社概要
商　　　号：会社概要
商　　　号：有限会社小池塗装工業
代表取締役：小池和夫
所　在　地：港南区日野 2 丁目 16-16
電　　　話：045-844-5606
事 業 内 容 ：建築塗装

［取材後記］
　良く晴れた暑い日の取材で、玄関アプロー
チにはアサガオがたくさん伸びて緑のカー
テンを作っていました。なんとアサガオは
宇宙から来た種とのこと。普通のアサガオ
に比べて品の良いピンク色で小ぶりな花だ
と説明してくださった小池様は優し気な表
情でした。毎朝アサガオの花を数えて世話
をしているそうです。その真面目でまっす
ぐな姿勢と優しい人柄が小池様の厚い人情
と実直なお仕事につながっているのだと思
いました。
取　材：田中理紗子（横浜市立大学 4 年）

撮　影：広報情報部　斉藤　保

さんたちは仲間同士の仲が良く、辞めていく方も少
ないとのことで、信頼関係が築かれているように感
じました。小池様は工業会では長年ゴルフ会を任さ
れていたそうです。「せっかくやるからには楽しい会
にしよう」という気持ちを大切に、大勢の参加者が
集まる会へと成長を遂げました。また、仕事を通し
て多くの方と知り合い、プライベートでも仲良くな
ることが多いそうです。その秘訣は丁寧な人付き合
い。小池様のきめ細かな配慮が自然と感じられ、厚
い人望につながっていました。

◆地域と共に、これからも
　まだまだ現役の小池様。実は「生涯現役」という
のは尊敬していた先輩の言葉だそうです。小池様の
仕事へのこだわりは「誠実に確実に仕事をすること」
「見えないところこそ丁寧に」。お客様に真摯に向き
合い、仕事にまっすぐ取り組む姿がこの言葉から強
く表れていました。そして小池様は、「お客様から喜
ばれるのが一番の喜び。塗装がよく保つと言われる
と嬉しい。」とおっしゃっていました。丁寧な仕事と
人付き合い。同じ地域に 50年、そしてこれからも続
けていく秘訣がここにありました。
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